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出典：Library Journal Periodical Price Survey. 1996-2010
図表 5　海外論文誌の平均価格の推移
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注1：第 2期科学技術基本計画（平成 13年 3月、閣議決定）を踏まえ、研究費に対して 30％の間接経費が配分され
るようになっている。




















JANUL（Japan Association of 
National University Libraries）、
PULC（Private and Public Universi-
ty Libraries Consortium）というコ
ンソーシアムを組織している。
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出典：NII 資料より抜粋
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注2：著者の支払いなどにより論文誌そのものを読めるかたちにするゴールデンロードと呼ばれるかたちと、レポ
ジトリに登録することにより読めるかたちにするグリーンロードと呼ばれるかたちがある。
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